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 [学 歴] 

  2009 年 3 月 岐阜大学応用生物科学部食品生命科学課程卒業 

  2011 年 3 月 岐阜大学大学院応用生物科学研究科資源生命科学専攻修了 
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  博士（農学）岐阜大学 
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  2014 年 4 月 京都大学物質−細胞統合システム拠点(iCeMS)岐阜大学サテライト 博

士研究員 

  2015 年 1 月 Academia Sinica Genomics Research Center Postdoctoral Fellow  

  2016 年 3 月 自然科学研究機構岡崎統合バイオサイエンスセンター 特任研究員  

  2018 年 4 月 自然科学研究機構生命創成探究センター 特任研究員  

  2019 年 8 月 自然科学研究機構生命創成探究センター ExCELLS フェロー 

  2020 年 4 月 青森大学薬学部薬学科 助教 (現在に至る) 

[受 賞] 

  2012 年 9 月 第 10 回糖鎖科学中部拠点「若手の力」フォーラム 奨励賞 

  2012 年 9 月 第 31 回日本糖質学会年会 第 15 回ポスター賞 

  2013 年 3 月 大学大学院連合農学研究科長表彰 

[所属学会] 

  日本糖質学会 

[教育活動] 

 [担当科目] 

  有機構造解析学、英語 IV、特論 I～VI、衛生科学実習、薬学基礎実習 II、 

化学実習、物理学実習 

 [ゼミ指導] 

  薬学部担任制により６名を指導 

[研究活動] 

 [研究テーマ] 

  糖鎖を中心とした生理活性物質の機能増強に向けた手法の開発 

  糖鎖の生理機能の解明に向けた化学プローブの開発 
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ント担当)、薬学部 CBT 運営委員会、薬学部 OSCE 運営委員会、薬学部入試委員

会、指導薬剤師養成ワークショップ委員会. 


